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ームワークの主要な構成要素が第 4 章で述べる知の創造・継承支援環境 K治rm と第 5 章で述べる学習コンテンツ設
計環境 iDesigner である。
第 4 章においては、組織における知の創造・継承支援環境 Kゐrm について述べている。まず、 Kゐrm のユーザ環
境 K-field • K -ranch house について、ユーザ、の活動と活動場面を類型化し、それぞれでの類型で求められる支援を明
確にした上で、その機能について述べている。次に、組織知メモリサーバ K-granary について、組織の知に関する情
報提供の基盤となる系統グラフを中心に、その構成方法と構成例について述べている。




















設計環境 iDesigner の 2 つのシステムの連携によって構成されている。このフレームワークの構築を通じて、
1 )ユーザ活動のデ、ュアルループモデルに基づ、いた類型に応じた支援機能
2) 組織知メモリ実現のための人・媒体・知・活動の系統的関係の記憶と想起の機能
の 2 つの機能を実現し、その有用性を確認している。
以上のように本論文は、知に関する支援情報システムの構築方法論を提案し、かっこれに基づいた具体的なシステ
ムを構築していることから、今後のナレッジマネジメント支援情報システムの構築、さらには知識工学に寄与すると
ころが大きい。よって博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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